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なまえ

ぬりえで紹介した果物や野菜は博物館の第３展示室の
前で見ることができます。博物館でこんな会話を楽し
んでみてはいかがですか？

私たちが食べるバナナには種がありません。け
れども、もともとバナナには種があったのです！
博物館で、たしかめてみてね。

子どもたちはトウモロコシを何色に塗りました
か？表の絵は雑種トウモロコシで、黄色です。他
にも赤いもの、皮をかぶったもの、博物館には世
界のさまざまなトウモロコシが展示してありま
す。アメリカ生まれのトウモロコシが日本に来た
のは織田信長の時代です。

ドリアン「熱帯果実の王様」と呼ばれます。なぜ王様？何たってうまい
。 だけど臭い。「かわやでシュークリームを味わう」イメージと言った
人もいます。「かわや」とは「トイレ」の昔の呼び名です。水洗ではあり
ません。いちど味わうと病みつきになり臭いなんて気にならなくなり
ます。食べる部分は、タネを包んでいる衣なので、大きなタネをしゃぶ
るようにして味わうことになります。人間の口やのどでは、とても丸飲
みできない大きなタネですが、ゾウやサイなら丸飲みできます。野生
のドリアンが熟して落ちた地面には、大型獣や、そのおこぼれを狙う
動物たちで大にぎわいするのだそうです。

※混雑時は館内でのおまけシートのご利用をご遠慮いただく場合があります。
　利用可能な時期につきましては事前に係員にお問い合わせ下さい。

博物館に来る前に、あれこれ
想像して記入すると、展示が
もっと楽しくなる おまけシート。
ここでシートの答えや話ネタを
ご紹介します。

※この「おまけシート」は文部科学省委託事業「科学系博物館教育機能活用事業」の一環として制作されました。　
　制作／大阪自然史センター　監修／大阪市立自然史博物館


